
 

 
 
  子ども相談支援センターでは、かけがえのない児童生徒の命を守るために、相談に当たっては、 
次の４点を周知し、相談しやすい体制づくりに努めています。 

 

 

 

 

 

 
 

－これまで、寄せられた相談事例をご紹介します。－ 
 
【友だちとの関係に悩んでいる相談事例】（小学生） 

 

 

 

 

 

 
 
 

  相談内容によって、学校や関係機関等と相談した方が解決につながると思われる事例について 

は、相談者の了解を得た上で、学校等と相談内容を共有して対応することもあります。 

 

【いじめに悩んでいる相談事例】（高校生の母親） 

 

 

 

 

 

 

 
 
【不登校に悩んでいる相談事例】（中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【周りに理解者がいなくて悩んでいる相談事例】（中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ プライバシーを守るため、事例を加工して掲載しています。 

子ども相談支援センターへの相談事例 

① あなたの悩みをきかせてください。 
② 名前を言わなくても相談できます。 
③ 秘密は守ります。 
④ 相談を専門とする人が、悩みを聞いてくれます。 

○ 相談内容 
・いつも一緒に登下校し 
ている友だちが、いじ 
わるをして一緒に帰っ 
てくれないので、どう 
したらよいか。 

○ 対応 

・相談者の気持ちに寄り添いつつ、

一緒に考える姿勢で、相談に応

じた。 

○ 結果 
・相談者は友だちに対
して「一緒に歩いて
帰りたいと言ってみ
る。」という気持ちに
なれた。 

○ 相談内容 
・子どもが複数の生徒か
らいじめられているの
で、解決してほしい。 
 

 

○ 対応 

・相談者の相談に応じるうち、母親

から、学校に状況を伝えてほしい

という希望があったことから、学

校に状況を伝え、いじめの解決に

向けた対応を依頼した。 

○ 結果 
・学校では、加害生 
徒たちに指導を行 
い、相談から２週 
間後に、いじめは 
解消された。 

○ 相談内容 
・現在、不登校となって 

いるが、早く学校に行 

けるようになりたい。 

 

 

○ 対応 
・何度か相談を重ねるうち、学校の
協力も必要となったことから、相
談者に了解を得た上で、当該市町
村教育委員会を通じて、学校に対
応を依頼した。 

○ 結果 
・スクーカウンセ
ラーとの面談など
の結果、相談から
２週間後に、相談
者は登校できるよ
うになった。 

○ 相談内容 
・人と話をするのが苦手
で、友だちができず、
孤独感から将来を悲観
している。 

 

 

○ 対応 
・相談者の様子から、緊急性がある
と考え、当該市町村教育委員会に
連絡し、学校や関係機関と連携し
て、至急、家庭訪問を行うよう対
応を依頼した。 

○ 結果 
・担任教師が家庭訪
問を重ねるうち
に、徐々にコミュ
ニケーションが図
られるようにな
り、前向きに生き
ていこうという気
持ちが芽生えた。 


